
り
献
広
背中
笑
で
友
老
《

当
た
り
前
の
観
点
が
生

こ
な
か
っ
た
の
が
、
学

で
あ
る
。
そ
の
た
め
ナ

来
諸
制
さ
れ
て
き
た
稲

築
縮
は
、
現
代
大
幅
な

ら
れ
て
い
る
。
歴
史
学
、

治
学
、
社
会
学
、
心
理

と
。
考
古
学
も
し
か
り

え
各
学
問
の
領
域
に
け
J

観
点
を
導
入
す
る
た
め

究
者
自
身
に
明
確
な
ク

意
識
が
あ
る
こ
と
が
必

で
あ
る
。
残
念
な
こ
と

お
男
性
に
ジ
ェ
ン
ダ
l

つ
人
は
少
な
く
、
ま
た

値
観
に
同
化
し
た
女
性

を
踏
ん
で
い
る
。
そ
れ

、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
洗

た
女
性
学
者
は
、
明
確

ダ
l
意
識
を
も
っ
て
宋

に
踏
み
込
ん
で
い
る
。

者
エ
l
レ
ン
パ
l
ク
も

で
あ
る
。

魁
力
は
、
盟
宮
な
考
古

せ
踏
ま
え
て
、
人
類
の

い
え
る
先
史
時
代
の
生

家
族
関
係
を
洞
察
し
、

か
び
上
が
っ
て
く
る
ク

接
付
足
を
島
E
f
ξ
一口.制
M
U
-
-セ
tg.

る
が
、
本
質
的
な
女
性
の
特
性
が

あ
る
か
の
如
き
主
眼
は
危
険
で
あ

る
と
し
て
も
、
社
会
的

・
文
化
的

に
構
成
さ
れ
た
「
女
性
」
と
い
う

歴
史
的
存
在
に
基
づ
く
視
点
ま
で

も
否
定
的
に
扱
う
こ
と
は
論
外
で

あ
る
。「

女
性
」
と
い
う
生
活
者
の
体

験
か
ら
リ
ア
ル
に
意
味
づ
け
ら
れ

る
発
掘
品
は
少
な
く
な
い
。
た
と

え
ば
住
居
地
区
の
便
所
跡
か
ら
発

見
さ
れ
た
布
の
切
れ
端
で
あ
る
。

こ
の
切
れ
端
が
生
理
パ
ッ
ト
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
推
理
か

ら
、
町
の
地
区
に
お
け
る
女
性
の

居
住
の
分
布
図
が
明
ら
か
に
な
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ユ
ニ
ー
ク
な
意
味
解
釈
の
方
法
を

提
示
し
つ
つ
、
エ
l
レ
ン
パ
l
ク

は
明
言
し
て
い
る
。
「
ほ
と
ん
ど

全
部
と
言
い
切
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
が
、
考
古
学
文
献
に
記
服
さ
れ

て
い
る
主
な
仮
説
は
、
現
在
の
背

景
で
も
う
一
度
洗
い
直
す
必
要
が

あ
る
」
と
。

こ
の
著
者
の
厳
し
い
論
点
は
、

考
古
学
の
主
流
で
あ
る
男
性
中
心

主
義
的
観
点
に
の
み
な
ら
ず
、
先

史
時
代
の
家
母
畏
制
と
い
う
女
性

4
c
f
ξ
雰
長
EP
刷
削
判
U
A
E
を.
コ
ー

ト
ピ
ア
的
に
夢
想
す
る
こ
と
の
問

題
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
憾
脱
と
別

に
、
地
道
な
遺
跡
の
研
究
、
発
掘

人
想
像
ドジ
上
¢
削
却
し
レ
労
倒
と
宜

し
い
生
活
に
お
け
る
営
み
で
は
あ

る
が
、
初
期
段
耕
時
代
の
食
料
生

産
に
お
げ
る
中
心
的
関
与
か
ら

も
、
人
類
の
生
活
の
変
容
に
果
た

に
仕
事
す
ξ
て
友
ヌ
三
戸
製
々

σ，努

掘
品
と
、
旧
来
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
観
点
か
ら
は
自
由
に
な
っ
た

解
釈
方
法
を
通
し
て
、
来
だ
闘
の

中
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
起
源
の
時

家
-
4ヨ
半
ん
d
ヲ
宛
.-cオ』
t

・ぺ式
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だ
が
訳
者
が
あ
と
が
き
に
記
し
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
研
究

姿
勢
は
、
日
本
の
学
問
世
界
に
ど

こ
ま
で
浸
透
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

いこミ
きとこ
すこすd.己
1， ¥ .く i
。大石
胆 1
t;J.ぺ
闘~ a 
E宿;
を
紡el 
~:t ~ 
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(
女
性
学
〉

それならば北米合州国の国

籍を持つ「白人」はおろか、

「黒人作家」にも、「女性

性器切除問題」には、発言

権はないのだろうか.西津

女性の発雷栴を「現地」の

人々が否定するならば、そ

れによって今度は抑圧され

ていたはずの「アフリカ女

性」が抑圧者の地位に就く、

という転倒が待って いる.

ウォーカーは 『戦 士 の 刻

印』のナレイションでは「性

器切除」、施術師の女性へ

の質問(尋問 7)では 「包IJ
礼」と、用語を使いわけて

いた. i礼儀」を装うこの

「二枚舌」に、正義感と癒

着した怨敵無礼さをJI奥ぎ取

るのは容易かもしれぬ。だ

が特権という暴力と無縁な

「話者」はありえない。「ツ

ンガ、すなわち性器切除を

行う者は、それを受げた女

性によって殺されるとき、

初めてその価値が部族に偲

められる. (中略〉それに

よって彼女は聖者の地位ま

で上ることができる」。ウ

オーカーが作品中の老女施

術師に語らせたこの「告白

あるいは嘘」は、作者本人

にも象徴的な次元で跳ね返

る.作中で主人公にこの

老女を殺害させた作者は、

Female Genital Surgery 
CFGS)を地上から「切

除」する使命を、自らが被

る批判によっ之煩いうるの

巧トァニ弓うか. て4治!ヴー

*本件については岡真 理

rlf'女子制札』 という陥

持、あるいはフライディの

口Ju"現代思想.JJ1996年5月
号をご安照いただきたい.
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女
子
割
礼
/
性
器
切
除
/
手
術
問
題
余
話

文
化
問
倫
理
の
随
路
と
話
者
の
政
治
学

アリ ス ・ウォーカーの小

説『喜びの秘密.11(1992年;

集英社、柳沢由実子訳、 19
95年〉、さらには、彼女の

映画『戦士の刻印』によっ

て取り上げられた ~r女の

割 礼 」 描 写 に 黒 人 女 性 ら 反

発》という囲み記事が朝日

新聞に登場したのは、 1994

年 一 月六日だった.北東ア

フリカから西アフリカにか

けて施術の習慣のみられる

こ の 「 女 子 剖 礼 」 に対して

は、『ホスケン・リポー

ト.JJ 0982年に第三版〉を

は じめとする欧米の人権保

護 団 体 が 、 こ れ を 女 性 の人

権 を 著 し く 侵 害 す る 暴 力的

な 「切除」であり、かかる

蛮行は文化の名に値しな

い、と糾抑してきた。「切

除」 は、父権主義的支配の

証 拠として標的にされ、ア

フリカ/イスラーム四一般

を女性抑圧社会と規定する

拡 大解釈をも招いた.そし

て「切除」を批判するウ ォ

ーカーは、スーダン出身の

「アフリカ出身米国人」か

ら支持を得るどころか、か

えって抗議を蒙るに至っ . 

た、という. • .9戸
.女 性 差 別 を 糾 弾 す る 盗勢

が、差別を温存していると

みf与される文化固にたいす

る差別意識を温存し、居丈

高な優越感を正当化する口

実 と な る . 差 別 だ と す る決

めつげそのものが、 t西欧=

普週によるい非西欧土地域

の文化的抑圧に重なり合

う.隷j寓と無知に捕らわれ

た 女性たちへの同情が、そ

こから脱した自分たちの自

己肯定と表哀をなす.だが、

｢女子割礼／性器切除／手術問題余話:文化間倫理の隘路と話者の政治学｣ 『図書新聞』、2353号、1997年8月9日




